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 1) Present paper is concerned with the histology of the ovaries of Sebastiscus  marmoratus, Sebasticht-

  hys  Pachycephalus and Sebastiscus  albofasciatus, those are ovoviviparous teleost fishes. The ovarian 

  tissue of theses fishes shows the primitive fitness for the viviparity. So, when the process of the fit 
  ness to this direction is to  be studied, these fishes are the first  samples which must be treated with. 

2) When the ovaries are in the immature stage , the spermatozoa are ejaculated and enter into the 
  ovarian cavities and are reserved there, and penetrate into the liquefacted ovarian tissues after the 

  maturity of oocytes and then the fertilization are performed. 

3) The fertilized eggs begin the growth at the original sites in  the ovarian tissues, therefore the 

 nutrition for the growth depends mostly upon the reserving yolk in the eggs. It is supposed that the 

  larvae enter the ovarian cavities and are driven out after their growth has  fully advanced to be 

  able to swim. 

4) At the last stage of the reproductive period, it is often observed in the ovaries that the growth of 

 the larvae has stopped and the large unspawned eggs have been broken down and are being absorbed.
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母細胞に未だ卵黄の蓄積されていないものはParaffin切片法により切片としHEIDENHAIN氏haematoxylin

とD肌AFIELD氏haernatoxylini及びH：ANzEN氏haematoxlyin－eosinとの両染色法を行って比較観察した．

試料魚3種の中ムラソイは天草，カサゴは主に佐世保市附近漁獲iのものでありアヤメカサゴは佐世保市場

で購入したものである．この研究を行うに当り著者の一人稲尾は九州大学天草臨海実験所に於て試料魚蒐

集，予備実験等に特殊の便宜を与へられ，又九州大学農学部塚原助教授塩川学士に少なからず御援助を頂

いた．こXに深く感謝の意を表する。又材料の蒐集に協力された長崎大学高助教授に厚く御礼を申上る、

観 察

（一）　卵巣組織の周期的変化

　供試3種の中アヤメカサゴは底曳漁業の漁獲i物で市販の材料では鮮度がよくないものが多く，供試材料

数が少い高め断定することが出来ないがムラソイとカサゴは沿岸で漁獲され鮮度良好なものが周年入手出

来るために観察に便利が多く，その卵巣発育の経過は大体に於て一致し，その組織構成は共通に記載して

も差支えないと思はれる。唯時期的には天草では佐世保近海に於けるよりも仔魚放出の時期が早く経過す

ると考えられる様相を組織像から観察した。仔魚放出期の経過は同一海域の採集品に就いて見ても個体差

が甚だ多く或る個体では既に早く1，月下旬頃には仔魚の放出を終って卵巣は…pentの状態にあるものもあ

り，他の個体では3月に入ってもなほ卵巣は授精可能と思はれる卵母細胞を保持しておるものもある。然

し概して言うと4月に入る頃には卵巣は殆んど皆spe・、tの状態に入り，その状態で夏を経過し9月に入る

と各卵母細胞は急に発育を開始し10月下旬叉はU月になると1部の卵母細胞は卵黄球期に到達し水江

（1958）も指摘している如くその前後に恐らく交尾が行はれて卵巣腔内に精虫が進入して来るが，この時

期には卵母細胞は末だ授精可能な状態に到達していないので卵細胞の授精は未だ行はれないものと考える．

11月の初旬には卵巣は殆んど最大の容積を示すに至り，その組織像には各昂騰の卵母細胞が出現し，一部

成熟した卵の授精が卵巣組織内で起り，次いで卵巣内で幼胚の発育が始まるに至る。又水江（1957）も肉

眼的観察結果でのべているが卵母細胞の授精の機会は単に一回だけでなく何回かに行はれるものと思はれ，

先に成長した仔魚は順次産出せられる。従って卵巣組織内にはしばしば発育毅階の異なる仔魚の群が観察

される．以下卵巣の各発育段階の組織像に就て解説する。

（二）三三後の卵巣組織

　多くの卵生硬骨魚の卵巣に見られる様に既にその魚種の産卵期が終りに近づき，それ以上産卵は行はれ

ないと云ふ時になっても各比論細胞は生長を続けるから，最後の放卵が終った時に於ても卵巣内には各発

育段階の卵母細胞が見られることは寧ろ普通である。故に産卵期が終った時に於ても既に卵黄球面の如く

相当成熟に近い状態にある孟母細胞が一部に見られると共に，広く若い発育過程のものや，や玉発育の進

んだもの等各種発育段階の卵母細胞が存在するのであるが，此等授精にも預らず従って旅卵される事もな

い卵母細胞は間もなく崩壊吸収ゐ過程をとることは恐らく一般化されて然るべきだと思はれるが，カサゴ

やムラソイに於てもこの点例外ではない。Fig．3，　F丘g．4はムラソイ（1，月下旬）の卵巣組織であるが極

めて稚い卵母細胞を除き残存した大形の遠回細胞の崩壊の状態を示している。この分解が進めばその後に

残存するのは甚だ稚い卵（山本一1954の周辺仁後期以前）のみとなりこれ等も卵巣の部分によっては殆ん

ど吸収し尽される。一部魚卵は残存して次の繁殖に役立つものもあると思はれる．又Fig・5，　Fig・6のム

ラソイの卵巣に託て見られる様に多数の血管が恐らく組織の吸収に関与して居るのが顕著である。次の仔

魚放出期に到達する前に卵原細胞は新らしく発育を始め夏の終りか初秋の候に至れば卵巣内には新らしい

卵母細胞群の発育を見るが，（Fig．7，　Fig・8），この状態の経産卵巣では前年の仔魚放出に大量の卵及雷魚

を包蔵した卵巣壁が吸収されることなくそのまX収縮した形で厚い卵巣被膜として存在するのが見られる

（Fig・7）．経産卵巣では収縮した厚い卵巣被膜がありその内面には著しい二二が見られる（Fig・8）。

（三）　肥大期の卵巣組織

　凡そ9月に入ると稚い卵母細胞は著しくその数を増大し始め10月の下旬からll月になると相当大形で卵
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四球を含んだ卵母細胞も出現する．11月，12月，1月中に於ては凡そ多くの卵巣では各発育段階の卵母細

胞が見られる．各回母細胞の形状は大体に於て一般卵生硬骨魚と相似たものであるカ㍉唯卵黄球の大きさ

が最も充実したものでは他の硬骨魚のものに比して大形であることが見られ，又卵膜即ちZona　radiala．

の部分が卵巣のものに比し著しく菲薄であり之を包む濾胞細胞も甚だ少数で薄く一見訣如する様に見える

（Fig・9，　Fig・10）．稚い卵（卵黄球期の始め頃迄）には核内に特に顕著な仁が一個中央に近く観察され7・

（Fig・11），核の周辺部に多数に存在する仁とは性質的にも異るものと思はれる．

（四）精虫と授精

　卵巣内に精虫が発見されるのは必ずしも卵母細胞の成熟に近いものが出現した卵巣のみではなくて卵黄．

球期に漸く到達したものが出現した程度の卵巣（Fig．16），或はそれ以前のもの（Fig．17）にも精虫が

見出される事がある．精虫群は始め極く稚い卵の配列する部，即ち卵巣腔内に突出した卵巣摺（Ovigerous・

f・ld）の外側の卵巣腔の入り込んだ間隙に時々集団状（Fig・18，　Fig．19，　Fig．20）に，又狭い隙間に点々

と並んで（Fig．21，　Fig・22，　Fig・23）最もしばしば見出される．

　卵母細胞が生長して成熟に近づいて来ると卵巣は外見的にも肥大するが．7組織は成熟卵の所在する附近

．に於て液状成分の増加が見られる場合を多く観察した　（Fig．24）．：文卵母細胞の内容に変化を来し卵黄球

の溶解するものが出現し始め卵細胞原形質が表面の一部に累積し極体の出現（Fig・25）を見る場合がありJ・

精虫の浸入は確認出来なかったが恐らくこの頃に授精が行はれるものと思はれる。授精したと思はれる卵

の附近には授精の直前に卵から離脱したと思はれる濾胞細胞群の塊が見られること屡々である。（F三｛・26）。

（五）胚　の　発　育

　授精卵の発育は卵巣組織内で行はれる．即ち卵巣摺の内部で授精が行はれたそのSt　Xの位置に於て胚の

発育が進行するから各期の資料で観察を続けると授精直後（Fig・27）桑実期（Fig・28）胞胚期（Fig・28）

から既に自ら游泳可能と思はれる位までの後期仔魚に至る各層の胚の発育段階を認める事が出来る。各町

彫は可成多：量の卵黄塊を所持して居り（F孟g・28，Fig・30，卜ig・3⊥）これが発育の栄養となるものと思は

れる．斯様な場合でも附近には各発育段階にある卵母細胞が散在するのが見られる。時に或る程度迄成長・

した仔魚が卵巣組織内で発育を停止し吸収されている状態が見られる．例へば眼胞単字魚の体の一部のみ

が組織内に残存する状態も稀でなく観察される．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　察

（一）　卵母細胞の形態に就いて

　TuRNER（1933）はメキシコ産Coodeidaeの淡水魚の胎生を研究しその魚では1腹の仔魚の数も少なく

胎生に適応して仔魚の胎生期間中の栄養又は呼吸の為に特化した器官を持つ程度になって居り，その卵母

細胞は卵黄質の量が甚だ少くなり従って卵の形も小さいことを見て居る。カサゴ及びムラソイの類では胎

生に向っての二化があまり進んでは居らず授精卵はそのまXの位置で自らの卵内に保有する卵黄を栄養と

して発育することX連関して卵黄量は普通の卵生硬骨魚のそれとあまり変化はない．唯卵黄球が一般卵生

硬骨魚の場合よりも大型である事は如何なる理由によるものであろうか。

　卵母細胞の膜（即ちZ・na　radiataの部）とその外を包む濾胞細胞より成る袋とが共に’般卵生魚の場合

よりも甚だ菲薄である事は，その後の経過と連関する当然の形であると思はれる。然しBATmY（1933）

が胎生魚XiPhoPhorus　hell，eriで見た処では卵膜はやはり薄いが濾胞細胞は或時期には相当顕著であり

又TURNER（1933）の観察したG・・deidaeの多くの胎生魚でも濾胞細胞の退化ははっきりして居ないこ

とから見て胎生的傾向と濾胞細胞の消長は必ずしも並行するものではないと思はれ，寧ろ，濾胞細胞の機

能はそれとは別に例へばBRETscHNEIDER　and　DuyvENE　de　wτT（1947）の記した様にhorm。nの生産者

としての負担を持つものと考ふ可きではないかと推測される．

（二）　授精の経過に就て

　：BAILEY（1933）によるとPHILIPI（1908）はGlαridictisなる魚でspermの浸入の状態を記している。

又TuRNER（1933）も胎生魚Cymαt・gαsterα88regα彦莇5で‘‘SPerm「emain　do「mant　ln　the　ov，a「ilm　caivi1ア
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until　December　when　firtilization　takeo　I）1acc・”と記して居り，この点カサゴ，ムラソイでも同様な事が

云い得ると思はれる。授精前成熟卵が卵巣組織に出現する頃に卵巣組織が著しく液状成分に富む様になる

事に就ては如何なる機構によるものか不明であるがこの事が恐らく組織内に浸入した精騒が成熟卵に接近

する為めに好都合である事は疑いない．精虫の卵細胞への浸入の機構は観察する機会に恵まれなかったが

卵母細胞から極体が現はれるのがこの頃である事から組織の液状化と授精とが関連が有るものと推測する．

授精直後と思はれる卵（Fig．27）には既に固形の卵黄球は含まれて居ないが，固形の卵黄球が溶解した状

態を呈し始めるのは組織の液状化と凡そ時を同じうする事も思う旧きである。

（三）胚体の崩壊に就て

　繁殖期の末期に於て時に既に相当成長して仔魚の形をとるに至ったものが崩壊吸収される過程にあるこ

とが屡々観察されることを記した。斯様な卵巣では残存する大形卵も共に崩壊吸収されるのが普通に見ら

れる。この現象は生物の種属維持の一般通念にはそむく様に見える事実である．卵生魚の卵巣に於ても産

卵期の終りに於ては比較的大量の成熟卵若しくは成熟に近い払出細胞が崩壊吸収される状態が見られる。

おRETscHNEmER　and　DσYvEN盃de　wlT（1947）によるとタナゴの産卵期の終りに於ては残存卵のf・Mcle

・Cellは卵黄を吸収すると共にh・rmonを形成してその働きによって若卵母細胞の発育を防止することあだ

かも哺乳類のC・pus　luteumの機能と等しいと言って居る。著者の一人立石（1956）も亦フナに於て残存

卵の崩壊に際し類似の現象が見られることを報告した。カサゴ，ムラソイの場合に於ては胚体の崩壊と同

時に残存卵の崩壊が見られそれに伴って残存直中に周囲の細胞が入り込む事は見られるがBRETSCHNEIDER

and　DuYvENE　de　wlT（1947）がタナゴで見た様にCopus　luteumに比し得る程の組織とはならない様であ

るe胚体の生長停止並に崩壊吸収が何に原因するか，又如何なる意味があるかは今の所不明であるが此の

度は単にその事実を記して置くにとX“める。

概 要

ユ．卵胎生硬骨魚，カサゴ，ムラソイ，アヤメカサゴの卵巣組織を研究した。之等の魚類の卵巣組織は胎

　生に向って極めて初級の適応を示して居り，従って此の方向の適応過程を考慮する場合には先づ最初に

　取扱ふ可き資料であると思はれる．

2．精虫は卵巣の未熟な時期に於て既に卵巣腔に進入して貯えられ，孟母細胞の成熟を待って液化した卵

　巣組織内に穿入し授精が起る。

3．授精卵ぽ卵巣組織内の原位置に於て発生を始め，生長に要する営養は専ら卵の保有する卵黄によるも

　の．K如く観察される。素魚は生育が相当に進んで試論可能となってから卵巣腔に入り次いで放出される

　ものと推測される．

4．繁殖期の終り頃の卵巣内には生長の停止した仔魚や大形不産出卵の崩壊吸収される状態が屡々見られ

　た．
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Sebastichthys　’ 垂≠モ?モ?ohaJL“s

Sebastiscus　albofasiaties

ovigerous　fold

ovaTian　capsule．
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follicle　cell
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young　oocyte

rtpe　oocyte
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oocyte　in　immedietely　after　fertilization

㎝
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b
e
㎞
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S
n
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n
V
y
y

　oocyte　in　niorula　stage

oocyte　in　blastula　stage

embryo

liquefacted　ovarian　tissue

blood　corpuscle

blood　vessel

spern？atozoa

nucl　eus

nucleolus

vacuole

yolk　globu！e

yolk

Fig．　1：

Fig．．2：

Fig．　3：

Fig．　4：

Fig．　5：

Fig．　6：

Fig．　7：

翠jg・8：

PLATE 1

×80，　Unfertilized　young　ovary　of　S．　m．　（19　Oct．　1957），　the　tendon　occupies　the　large　part

in　the　young　ovary，

x80，　Spent　ovary　oy　S．　p．　after　spawn　（8　Feb・　1956）．

×80，　Spent’　ovary　of　S．　p．　after　spawn　（30　Jan．　1956），　shewning　the　collapsing　cQndition

of　the　large　oocytes　exccpt　the　little　youtng　oocytes．

×200，　Spent　ovary　of　S，　p．　after　spawn　（30　Jan．　1956），　t’he　tendon　is　not’abte　as　well　as　in　Fig．　3．

×80，Spentovony　of　s・　p・　after　spawn　（23　Jan．　1956．）

×200，　Spent　ovary　of　S．　p．　after　spawn　（23　Jaii．　1956）．　lt　is　remarkably　shown　tha．t　a　largv

number　of　blood　vessel　are　related　with　．the　absorption　o．f　tissue　as　we］1　as　in　Fig．　5．

×80，　Unfertilized　young　ovary　of　S．iin．　（7　Oct．　’1956），　showing　the　thick　ovaTian　Capsule．

×80，　The　same　of　S．　m．　（23・Sep．　1956），　the　ovigerous　foid　inside　of　the　ovarian　thick

capsule．

1；ig．．　9：

F．　ig・10：

Fi　q．　・　ll：

PLATE II

×600，　．4L　part　of　oocytes　of　S．　m．　in　fina｝　yoll〈　phase　（30　Jan．　1957），’the　intermediate

tissue　dissociates　and　liquefies，found　many　spermatozoa．

×200，　Oocytes　of　S．　m．　in　all　phases　are　observed　（27　Nov．　1956），　Zona　radiata　is　very　thin

in　’comparisop　with　that　of　oviparous　fishes　and　follicle　cells　are　very　few　or　nothing．

x200，　Oocytes　of　S．　m．　in　al］　phases　are　observed　（27　Nov．　1956）．　A　Laxge　nucleolus　is

observed　at　the　centre　of　nucleus．untill　the　stage　of　primary　yolk　phase　which　is　different　from

　periferal　nucleoli．
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Fig．12：

Fig．13：

Fig・14：

Fig・15：

Fige16：

×200，　Primary　yoll〈　’№秩Dobule　stage　of　oocytes　of　Se　rn．　（27　No．　v．　1956），　it　seems　that．the　yoll〈・

giobules　near　the　nucleus．are　enlarged　iti　the　fir：st　place．

￥200，　Oocytes　of　S．　m．　in　all　phases　4re　ob．served　（27　Ngv・　1956）・．

×80，　（lvary　of　S．　m．　which　has　many　perfectly　ripe　oocytes　（28　Nov．　1956）．　tN　eye－ball　of

embryo　is　seen．’

×80，　A　portion　of．　Qvary　of　S．　m．　in　which　shows　a　part　of．　embryo　（13　Dec．　1956）．

×80，　Ovary　of　S．　m．．　in　ptimary　yoll〈　phase　（27　Nov．　1956），　’whicl〈　already　recepted　the　sp－

ermatozoa．

Fig・17：

Fig‘18：

Fige19：

Fig・20：

Fig・21：

Fig・22　：

1一’ig．23：

Fig・24：

PLATE III

×80，　Unfertilized　ovary　of　S．　m，　（24　Oct．　1956），　has　very　young　stage　of　oOcytes

・・1ア．・　b・th・ld・蜘ア・P’ ?窒香Et・…i・it・

×600，　Spern］atozoa・in　unfertilized　young　ovary　of　S．　p　（2　）i〈Sov．　1956），　tongitudinal　section

of　are　seen．　a　blood　vesse’is　shown．

×600，　Spermatozoa　’in　the　ovary　of　tS・　p　（2　Nov・　・1956）

×609，　Spermatozoa　in　the．unfertilized　young　ovary　of　LS．m．　（13　Dec．　1956）．

×600，　Spermatozoa　in　the　ovary　of　S・　m一　（23　Dec・　1956）i

×600，．　Spermatozoa　in　ovary　of　S・　m・　（30　Jan・　1957）．

×600，　SPermatozoa　in　the　unfertilized　young　ovary　of．　S．　me　（27　1　ov．　1956）．

×200，　A　portia　of　ovary　of　E　．　m．　which　一has　many　perfectly　ripe　oocytes　（6　Dec．　1956），’the

liquefacled　ovarian　tissue　increases　around　the　ripe　ooc　ytes．

Fig－25：

1一“ig－26：

Fig・27：

Fig．28：

Fig－29：

Fig・30：

Fisr・31：’

Fig・32：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P：LATE　皿

×200，　Polar　bocty’　of　eocytes　of　SL m一　（6　Dec一　1956）．

×80，　bvary　of　S．m．’involVed　the　embryo　in　blastula　stage　（15　LTan．　1954）．

×80，　Ovary　o！　／LS．　in．　inyolved　tl．ie　oocytgs　in　final　yo｝k’　phase　and　’in　immediately　after

ferti｝ization　（15　’）　gV・’1956）．

×80．　Ovary　of　S．　m．　involved’the　embryo　in　morula　stage　（3　liebt　1956＞．

×80，　Embryo　o’ ?@’ r．m．　reserving　the　yoll〈　（22　Jan．　1956）．

×80．　The　same　and　06eYteg　in　final　yoll〈　phase　of　E．　m．（22　Jan・　1956）．

×80，sa皿e　conditi6n　aS　Fig　一．． Q9　（22　Jan．　1956）1．

×80，　Dissociated　oyarian　tissue　of　S．　m．　which　has　oocytos　in　all　phases　and　embryo　（4　Feb．

1957）．
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